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12

月
15

日
、
第
３
回
北
広
島
市
立
学
校

適
正
配
置
等
審
議
会
を
、
市
役
所
で
開
催
し

ま
し
た
。 

第
３
回
会
議
で
は
、
前
回
に
引
き
続
き
、

調
査
審
議
事
項
１
「
本
市
の
特
性
を
踏
ま
え

た
市
立
学
校
の
配
置
」
に
つ
い
て
議
論
し
、
審

議
会
と
し
て
の
結
論
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
調
査
審
議
事
項
２
「
小
中
一
貫

教
育
の
更
な
る
推
進
を
図
る
た
め
の
方
策
」

の
議
論
に
は
い
り
、
は
じ
め
に
、
学
校
現
場
か

ら
現
状
と
今
後
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。 

《調
査
審
議
事
項
１

》 

「
本
市
の
特
性
を
踏
ま
え
た
市
立
学
校
の

配
置
」
に
つ
い
て
、
第
２
回
審
議
会
で
は
、
①

市
の
地
理
的
条
件
や
各
地
区
の
歴
史
的
経

緯
等
か
ら
５
地
区
別
に
配
置
す
る
と
い
う
意

見
、
②
地
区
を
超
え
て
で
も
、
１
学
年
複
数

学
級
と
な
る
よ
う
配
置
し
、
そ
の
う
え
で
ス

ク
ー
ル
バ
ス
等
の
条
件
整
備
を
検
討
す
る
と

い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
意
見
、
第
２
回
地
域
意
見
交
換

会
の
意
見
（
詳
細
は
裏
面
）
、
市
の
ま
ち
づ
く 

り
の
指
針
と
な
る
総
合
計
画
と
の
関
係
等
を

も
と
に
作
成
し
た
事
務
局
案
（
左
記
枠
内
の

ま
と
め
）
に
つ
い
て
議
論
し
、
次
の
と
お
り
、
結

論
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。 

          

委
員
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。 

✓
地
区
に
よ
り
児
童
生
徒
数
な
ど
実
態
が

異
な
る
の
で
、
地
区
毎
で
考
え
る
の
が
良

い
。 

✓
生
活
圏
内
か
ら
小
・
中
学
校
が
な
く
な
る

と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
地
区

毎
に
配
置
す
る
の
が
良
い
。 

✓
市
の
人
口
増
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
考
え
た

と
き
に
、
５
地
区
そ
れ
ぞ
れ
に
小
・
中
学

校
が
あ
る
べ
き
。 

         

市

内

五

地

区

に

小

・

中

学

校

を

配

置 

－ 市 立 学 校 、 未 来 へ －   

【
調
査
審
議
事
項
１
】 

本
市
の
特
性
を
踏
ま
え
た
市
立
学
校
の 

配
置
に
つ
い
て 

【
ま
と
め
】 

○
市
立
学
校
は
、
東
部
地
区
、
西
部
地
区
、

大
曲
地
区
、
西
の
里
地
区
、
北
広
島
団
地

地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
内
で
中
学
校
区
を

設
定
す
る
。 

○
そ
の
う
え
で
、
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正

配
置
に
つ
い
て
は
、
５
つ
の
地
区
内
で
そ

れ
ぞ
れ
検
討
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

               

し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。 

具
体
的
な
論
点
と
し
て
は
、 

①
義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て 

②
施
設
の
形
態
に
つ
い
て 

学
校
現
場
の
委
員
か
ら
は
、
「
」
、
「
」
、
「
」
な

ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

＊

＊

＊

＊ 

審
議
会
の
資
料
や
会
議
録
は
、
後
日
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
も
み
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

    

                       

《調
査
審
議
事
項
２

》 

引
き
続
き
、
「
小
中
一
貫
教
育
の
更
な
る
推

進
を
図
る
た
め
の
方
策
」
に
つ
い
て
、
調
査
審

議
を
は
じ
め
ま
し
た
。 

こ
の
事
項
は
、
平
成
30

年
度
に
全
市
一
斉

に
導
入
し
た
小
中
一
貫
教
育
を
更
に
推
進
す

る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
調
査
審
議
い
た
だ
く 

も
の
で
す
。 

【
裏
面
に
続
き
ま
す
】 

 

               

し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。 

具
体
的
な
論
点
と
し
て
は
、 

①
義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て 

②
施
設
の
形
態
に
つ
い
て 

学
校
現
場
の
委
員
か
ら
は
、
「
」
、
「
」
、
「
」
な

ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

＊

＊

＊

＊ 

審
議
会
の
資
料
や
会
議
録
は
、
後
日
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
も
み
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

    

                       



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10

月
26

日
か
ら
、
町
内
会
、
連
合
町

内
会
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
健
連
協
、

Ｃ
Ｓ
な
ど
日
頃
か
ら
子
ど
も
に
直
接
関
わ

る
こ
と
が
多
い
団
体
を
対
象
に
、
第
２
回
地

域
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

各
地
区
か
ら
は
次
の
よ
う
な
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

○
友
達
や
先
生
な
ど
多
く
の
人
と
触
れ

合
え
る
環
境
が
重
要
。 

○
学
校
は
地
域
の
核
。
子
育
て
世
代
の

定
住
促
進
な
ど
ま
ち
づ
く
り
の
視
点

で
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。（
以
上
、

団
地
第
１
・２
住
区
） 

○
部
活
動
な
ど
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
中

学
校
の
統
合
は
あ
り
得
る
。
（
団
地
第

３
・４
住
区
） 

○
学
校
を
複
合
化
し
、
子
育
て
中
の
親

子
や
高
齢
者
が
集
ま
り
、
児
童
生
徒

と
触
れ
合
え
る
空
間
に
し
て
は
。
（
団

地
第
１
・２
住
区
、第
３
・４
住
区
）
） 

○
義
務
教
育
学
校
化
に
よ
り
、
生
じ
た

空
き
校
舎
の
跡
利
用
を
含
め
て
示
し

て
も
ら
い
た
い
。（
西
部
） 

北
広
島
市
の
小
中
一
貫
教
育
は
、
そ
れ

ぞ
れ
独
立
し
た
小
学
校
と
中
学
校
が
、
９

年
間
の
系
統
的
な
教
育
課
程
を
確
保
す
る

も
の
で
す
。
（
小
中
一
貫
教
育
型
小
学
校
・

中
学
校
（
併
設
型
）
と
い
い
ま
す
。） 

小
中
一
貫
教
育
を
進
め
る
方
策
の
一
つ

と
し
て
、「
義
務
教
育
学
校
」
が
あ
り
ま
す
。 

義
務
教
育
学
校
は
、平
成
28

年
度
か
ら

新
た
に
設
置
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
新

し
い
学
校
で
す
。 

小
学
校
と
中
学
校
が
一
体
と
な
り
、
一

人
の
校
長
先
生
と
一
つ
の
教
職
員
組
織
の 

も
と
、
９
年
間
を
一
つ
の
教
育
課
程
と
し
て

教
育
活
動
が
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。 

義
務
教
育
学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
小

学
校
６
年
、
中
学
校
３
年
と
い
う
区
切
り
に

よ
ら
ず
、
児
童
生
徒
等
の
実
態
や
目
指
す

教
育
活
動
に
応
じ
て
、
４
年-

３
年-

２
年

や
５
年-

２
年-

２
年
な
ど
柔
軟
に
設
定
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

本
審
議
の
初
回
に
あ
た
り
、
学
校
現
場

の
立
場
か
ら
、
現
状
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
、
次
回
以
降
、
議
論
を
深

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

審
議
会
の
資
料
や
会
議
録
、
意
見
交
換

会
の
資
料
や
概
要
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
適
正
規
模
・
適
正
配
置
検
討
事
業
」
の
ペ

ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。 

  《お
問
合
せ
先
》 

 
 

北
広
島
市
教
育
委
員
会 

教
育
総
務
課 

 
 

メ
ー
ル
：edusoum

u@
city.kitahiroshim

a.lg.jp 

《コラム３》 心の教室相談員の配置 
 

北広島市では、児童生徒が普段から

気軽に相談できるよう、各学校に「心

の教室相談員」を配置しています。 

相談内容に応じて、担任や教頭など

の教職員やスクールカウンセラーなど

の専門職、教育委員会などと連携し、

メンタルサポートをしています。 

 

※このコラムでは、市教育委員会が取り組んだ、これまでのより良い教育環境づく

りの取組を紹介していきます。 

 

 
■西部小の相談室（にじいろルーム） 

 

 

 
■当日会議資料の抜粋です。後日、市 HPで公表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

してもらうものです。 

具体的な論点としては、 

①義務教育学校について 

②施設の形態について 

学校現場の委員からは、「」、「」、「」などの意見があ

りました。 

＊ ＊ ＊ ＊ 

審議会の資料や会議録は、後日、市ホームページで

公表しますので、ぜひご覧ください。また、これまでの取

組もみることができます。 

第
２
回
地
域
意
見
交
換
会 

 
市 HPリンク先 

 


